
 

 

 

 
平成30年３月23日 

各      位 
 

  会  社  名   ヤマト インターナショナル株式会社 

   代 表 者 名   取 締 役 社 長   盤 若  智 基 

         （コード番号  ８１２７   東証第一部） 

                          問 合 せ 先   Ｉ Ｒ 室 長    川   島   祐  二   

                                ＴＥＬ（０３）５４９３－５６２９ 

 

業績予想及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成29年10月13日に公表した業績予想及び配当予想を下記の通り修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 
記 
 

●業績予想の修正について 
 
平成30年８月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成29年９月１日～平成30年２月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円
8,600

百万円
340

百万円
360

百万円 
190 

円 銭
9.06

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 8,800 590 620 400 19.23
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 200 250 260 210 
増  減  率 （  ％  ） 2.3 73.5 72.2 110.5 

（ご参考）前期第２四半期実績 
(平成 29 年８月期第２四半期) 

10,682 512 531 259 12.30

 
平成30年８月期通期連結業績予想数値の修正（平成29年９月１日～平成30年８月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり
当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円
16,600

百万円
600

百万円
640

百万円 
350 

円 銭
16.69

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 16,800 850 900 560 26.92
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 200 250 260 210 
増  減  率 （  ％  ） 1.2 41.7 40.6 60.0 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 9 年 ８ 月 期 ） 

18,704 756 817 207 9.91

 

平成30年８月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成29年９月１日～平成30年２月28日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
四 半 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円
8,600

百万円
400

百万円 
240 

円 銭
11.44

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 8,800 630 410 19.71
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 200 230 170 

増  減  率 （  ％  ） 2.3 57.5 70.8 

（ご参考）前期第２四半期実績 
(平成 29 年８月期第２四半期) 

10,682 517 267 12.67

 
平成30年８月期通期個別業績予想数値の修正（平成29年９月１日～平成30年８月31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円
16,600

百万円
690

百万円 
410 

円 銭
19.55

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 16,800 920 580 27.89
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 200 230 170 
増  減  率 （  ％  ） 1.2 33.3 41.5 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 9 年 ８ 月 期 ） 

18,704 778 445 21.22



 

 

 

 

 
修正の理由 

１. 連結業績 

  当第２四半期累計期間におきましては、アパレル・流通業界における環境の変化に対応するため取り組 

 んでまいりました「ハードからソフトへの変革」の成果により、全段階の利益において当初の予想を上回 

 る見込みとなりました。 

   通期の連結業績予想につきましては、中期成長戦略に舵を切り、「集客の拡大」「利益の拡大」を実現す 

 るべく先行投資を押し進めてまいりますが、個人消費は依然として力強さに欠ける状況であり今後も厳し 

 い経営環境が予想されることから、第３・４四半期を前回発表の予想数値に据え置いた計画としておりま 

 す。 

２. 個別業績 

当第２四半期累計期間及び通期の個別業績予想につきましては、連結業績と同様の状況により、利益に

おいて当初の予想を上回る見込みであります。 

 （注）本資料に記載されている修正予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

   あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 
 

 

●配当予想の修正について 
 
平成30年８月期（平成29年９月１日～平成30年８月31日） 

 1株当たり年間配当金 

中間 期末 年間 

前回予想 

（平成29年10月13日公表） 
６円00銭 ６円00銭 12円00銭 

今回修正予想 ６円00銭 13円00銭 19円00銭 

前期実績 

（平成29年８月期） 
６円00銭 ６円00銭 12円00銭 

 

修正の理由 

  当期の配当金につきましては、当初１株につき中間配当６円、期末配当６円、年間配当12円を予定して 

 おりましたが、当中間期の業績が順調に推移し予想を上回る増益見通しとなりましたので、「年間配当金 

 12円以上を前提に配当性向70％以上の安定配当」の基本方針に従い、１株当たりの予定額を中間配当６円  

（修正なし）、期末配当13円（７円増配）、年間配当19円（７円増配）に修正することといたしました。 

 

以 上 

 


